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＜連絡事項＞

・第1回院内研修のお知らせ

日　時：平成29年5月1日（月）17：30～18：30
　　　　　　　　　5月15日(月) 17：30～18：30
場　所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
内　容：「当院における精神医療サービスの在り方・今後の方向性」
講　師：佐々木ＡＯＭ
※時間厳守でお願いします。資料等は配布しませんので、メモをとるノート等を持参してください。
＜患者様連絡事項＞

・南部　てる様～4/28　14:00～施設スタッフ、ケアマネが本人の状態を確認に来院するとのこと。病棟スタッフ付き添いしてください。

・桑原　幸一郎様～本日、排便-8日目。馬渡Drへ報告し、センナリド2T　1回分処方となる。

・中堤　光枝様～排便-3日目。食事残食もあることから経過観察の指示となる。

＜隔離、拘束患者様＞

・木村　格治様～終日隔離中。指示的な口調や声高さあり。介入に対し暴言・興奮あるが一時的。精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・袴田　将志様～身体拘束中。声掛けにも反応鈍く、各食不食。服薬も出来ない状態。37℃台の発熱あるが他バイタルサインに異常なし。適宜吸引施行している。田名部Drより、点滴継続、抗生剤、ダントリウム開始指示あり。早期に処遇改善を図れるよう、看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・畑中　成夫様～喫煙室の窓からＢユニット覗いていることや、他室侵入しＤユニットに向かい叫んでいる事あり介入要す。介入には一時的であるが止める事できているが表情に硬さあり。突発的行動に至らないよう行動の観察を行っていく。

・聖前　偉三郎様～12:00体温38.0℃。クーリングにて対応している。点滴トラブルなく経過し、酸素飽和度90％以上キープすることできている。開眼はしているが声掛けには反応薄い。不穏さなく活気のなさあり。引き続き、身体症状の観察を行い、安全に治療できるよう看護介入行っていく。
・池野　功一様～覚醒状態不良。痰鳴あり、朝食は残食多い。午前中は発熱なく経過していたが昼食の際、顔面紅潮、熱感あり。体温38.0℃。その後、酸素飽和濃度の低下みられ、酸素療法開始。主治医へ報告し、本日夕より食事止め、明日採血指示あり。引き続き、精神症状･身体症状の観察を行っていく。

・山本　眞規子様～余暇はホールにて他者との交流みられている。表情は穏やかで妄想･幻聴等の訴えはなく経過。食事･服薬の拒否なし。

・前田　誠子様～Ａホールの他者からしつこく声掛けられると訴えあり介入している。苛々感にて日中、2回タスモリン使用。表情の硬さなく経過している。

・澁谷　兼一様～左手背に浮腫軽度みられている。疼痛訴えあるが冷感等はなく経過している。他室侵入なし。介入に対しての拒否や抵抗なし。

＜伊藤Dr診察＞

・藤井　孝蔵様～プレドニゾロン50㎎→40㎎へ変更となる。

・土屋　由貴子様～4/28　9:00～4/30　17:00まで外泊許可となっている。本人より、父様も退院を検討しているとのことで1日でも早く退院したいと話している。主治医より本人、家族へ疾病教育実施後に調整すること説明している。

・清川　いし様～本日、面談実施。外泊訓練実施し、退院を調整することとなる。本人へも説明し、了承。明日採血実施、心理検査(5月上旬までに)実施指示あり。拒薬･拒食、不穏ないことから継続指示中止となる。

・櫻井　幸輔様～インスリン5/7まで継続。抑肝散3P→2Pへ変更となっている。

・木村　留吉様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・中堤　光枝様～リスペリドン1㎎→2㎎へ増量。

・聖前　偉三郎様～本日排便-11日目。主治医へ報告し、ケンエー浣腸60ml処方となる。明日、血液培養、喀痰培養検査、胸部･腹部X-P検査施行指示。5/2採血施行指示。点滴5/2まで継続の指示。

・山本　眞規子様～持参薬のブロチゾラム、ベルソムラ止め、リスペリドンOD(1)1T追加となる。リハプロ･OT導入指示。

＜新入院患者様＞

日　　時：4月27日　14:00

氏名：船田　泰子（ふなだ　たいこ）様

　生年月日：昭和32年2月4日　60歳

　　　性別：女性

　　主病名：疼痛性障害、複合型パーソナリティ障害疑い、気分変調症

　　合併症：脊髄繋留症候群術後

　　　病棟：東病棟Ｄ

　入院形態：任意入院
　　主治医：深澤Ｄｒ

　（経過）

　平成29年3月31日生協診療所より紹介あり当院初診。幼少期より左足痛あり、40歳時に左下肢激痛あり八戸市立市民病院にて脊髄繋留症候群の診断にて手術施行。その後も疼痛持続、難治性疼痛にて最終的に生協診療所の在宅医療となった。しかし、在宅療養中、対症的に精神科薬などを処方され服用していたが、不安、抑うつ、衝動性、依存性などがある状態となっていることから、当院への入院治療を検討していた。今回、疼痛増強し八戸市立市民病院へ入院。転院相談があり、平成29年4月27日14：00東病棟へ入院となる。

　※ADL全介助、ストレッチャーで移送。
